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　先端化・高度化する不妊治療を受ける女性は、治療についてどのように考えているのか。不妊
治療は、必ずしも妊娠・出産で終わるわけではない。受けている渦中で、またうまく行かなくなっ
た時に、治療をどのように受け止めることができるのだろうか。 
　安田裕子氏は、不妊治療を受けたが子どもを授からず治療をやめ、養子縁組を行った/検討した
女性たちにインタビューを行った。本研究会では、安田氏が丁寧に聴きとった彼女たちの語りか
ら、女性の人生にとっての不妊治療や子どもをもつという経験について、再検討を行いたいと考
えている。 !
　安田裕子氏の主著：安田裕子『不妊治療者の人生選択─ライフストーリーを捉えるナラティブ・
アプローチ』新曜社（2012年）、安田裕子・サトウタツヤ（編著）『TEMでわかる人生の径路
─質的研究の新展開』誠信書房（2012年）など。　


